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１．組織の概要 

(1)事業者名及び代表者名 

株式会社 建新 

代表取締役 CEO 大口 隆弘 

 

(2)環境管理の責任者・担当者及び連絡先 

環境管理責任者 嶋津智昭 

担当者   齋藤遥奈 

連絡先   Tel 046-827-6485 

Fax 046-827-6486 

E-mail h-saito@kensin-inc.com 

 

(3)所在地 

横須賀本社 〒238-0004 神奈川県横須賀市小川町 26-9 

逗子店 〒249-0006 神奈川県逗子市逗子 2-1-26 

川崎店 〒210-0012 神奈川県川崎市川崎区宮前町 8-15 

横浜店 〒220-0004 神奈川県横浜市西区北幸 1-11-11 NMF横浜西口ビル 4F  

藤沢店 〒251-0054 神奈川県藤沢市朝日町 10-5 森ビル 2F 

相模大野店 〒252-0303 相模原市南区相模大野 3丁目 16-15 相模大野スカイビル 3F 

平塚店 〒254-0014 神奈川県平塚市四之宮 5丁目 10-4 2F 

港北店 〒224-0032 神奈川県横浜市都筑区茅ケ崎中央 19-4 エルムビルⅡ3F 

※ただし、港北店は１月オープンのため 2024年度で拡大予定。 

 

(4)事業内容 

土地仕入、自社分譲販売、建築請負、宅地造成、リフォーム、不動産・建築業全般 

 

(5)事業の規模 

売上高(23期) 141億円 （2021年 4月～2022年 3月） 

従業員数  144名 

事務所床面積 1466.08m2 

完工棟数約  400棟 
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２．対象範囲(全組織・全活動) 

(1)認証・登録対象組織 

横須賀本社、逗子店、川崎店、横浜店、藤沢店、相模大野店、平塚店 

 

(2)認証・登録対象活動 

土地仕入、自社分譲販売、建築請負、宅地造成、 

リフォーム、不動産・建築業全般 
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３．環境経営方針 

 

【企業理念】 

当社は、企業理念である『All-Win』のもと、用地仕入から設計・造成・建築・販売・リフォームまで

を一社で行うことにより、出会ったすべての人々に、すべての土地で存在価値を示し、よりよい暮ら

しをより低価格で提供致します。 

そのなかで、従業員一同環境問題の基礎的知識を高め、循環型社会の構築と地球温暖化防止の活動に

継続的に取組みます。 

 

 

【行動指針】 

１．環境負荷の低減を図るため、以下の活動に取り組みます。 

 

(1)CO₂削減のため、省エネ活動に取り組みます。 

(2)事務所において、水の使用量を削減し、節水に努めます。 

(3)廃棄物の発生抑制、削減、リサイクル促進に取り組みます 

 

２．環境関連法規・条例・その他規制を遵守します。  

 

３．環境経営の活動を、継続的に改善します。  

 

４．全従業員にこの環境経営方針を周知します。  

 

 

 

 

2022 年 10月 31日 制定 

株式会社 建新 

代表取締役 CEO 大口 隆弘 
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４．実施体制 

 
 

 

 

 

 

 

代表者

代表取締CEO

大口 隆弘

代表者

専務取締役 COO

松嶋 和博

環境管理責任者
嶋津 智昭

管理本部営業本部

平塚店藤沢店本店営業部逗子店

横浜支社 営業本部

川崎店横浜店相模大野店

生産本部

建築部土木部

EA21事務局
齋藤 遥奈

営業戦略開発部 人事人財開発部
グループ事業管理

本部
積算購買部
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  役割・責任・権限 

代表者 

(CEO・COO) 

１．環境管理責任者の任命 

２．環境方針の制定 

３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備 

４．環境経営システムの定期的見直しの実施 

５．社内情報の外部公開可否決定 

６．経営における課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

２．社長への環境経営システムの実施状況報告 

３．推進機関である EA21事務局の責任者として事務局運営 

４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する 

５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

６．環境関連文書及び記録の作成・整理 

EA21事務局 

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進の事務局 

２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

３．環境目標、環境活動計画書原案の作成 

４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成 

５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成 

部門責任者 
１．環境経営システムの実施、環境方針の周知、実施、維持、継続的改善 

2．環境上の緊急事態への準備及び対応                                                  

従業員 
１．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。 
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５．環境経営目標 

 

 

注： 

1) 購入電力の二酸化炭素排出係数 湘南電力：0.472、Looop：0.489、東京電力：

0.443(R2年度実績 調整後排出係数) 

2) 二酸化炭素排出量は全発生源からの合計数値で目標・実績を比較します。 

ガソリンの排出量も含みます。 

3) 当社は化学物質を使用していないため、目標を策定しておりません。 

 

 

環境経営目標 

基準（実績） 年度目標 中期目標 

2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

通年 

(2021/4  

～2022/3） 

運用期間相当 通年 

(2022/4  

～2023/3） 

運用期間 

  
2021 年 11 月 2022 年 11 月 

～2022 年 1 月 ～2023 年 1 月 

１．二酸化炭素排出

量の削減 

（排出量） （排出量）         

総量 総量 1％削減 1％削減 1.5%削減 2％削減 

320,846.76 83,433.71 317,638.29 82,599.37 316,034.06 314,429.82 

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 

２、電力使用量の削

減 

    1%削減 1%削減 1.5%削減 2%削減 

205,866kWh 56,966kWh 203,807kWh 56,396kWh 202,778kWh 201,749kWh 

３、自動車燃料(ガ

ソリン・軽油含） 

使用量の削減 

    1%削減 1%削減 1.5%削減 2%削減 

96,498.03L 24,402.75L 95,533.05L 24,158.72L 95,050.56L 94,568.06L 

４．一般廃棄物削減 

    1%改善 1%改善 1.5%改善 2%改善 

1,095 袋 302 袋 1,090 袋 300 袋 1,080 袋 1,070 袋 

５．建設廃棄物リサ

イクルの推進 

    現状把握 現状把握 2022 年度実績

に基づいて目

標設定 

2022 年度実績

に基づいて目

標設定 
        

６．水使用量の削減 

（水使用量） （水使用量） 1%削減 1％削減 1.5％削減 2％削減 

            

3,050.00m3 652.00m3 3,019.50m3 645.48m3 3,004.25m3 2,989.00m3 

７．省エネ住宅の建

築棟数拡大 

（建築棟数） （建築棟数）         

2 棟 2 棟 25 棟 6 棟 44 棟 66 棟 
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６．環境経営計画の内容 

基準年度：2021年度       □：計画 ■：実施 

ＮＯ． 項目 
年度目標（運用期間） 

（2022 年度） 
達成手段 

2022 年   2023 年     

11月 12月 １月 ２月 ３月 

1 二酸化炭素 1％削減(→99%) 太陽光発電の継続使用 ■ ■ ■ □ □ 

  排出量の削減 83433.71kg-CO2 電力、化石燃料使用量の削減 ■ ■ ■ □ □ 

    ↓ 低公害車・低燃費車の導入 ■ ■ ■     

    82599.374 作業効率の向上 ■ ■ ■ □ □ 

2 電力使用量の削減 1％削減(→99%) 冷暖房機を適切な温度で使用する ■ ■ ■ □ □ 

   56966kWh 空調フィルターの定期清掃・点検   ■       

   ↓ 不要な照明の消灯の徹底 ■ ■ ■ □ □ 

   56396.34 使用していない部屋の空調停止 ■ ■ ■ □ □ 

3 自動車燃料 1％削減(→99%) 駐車時のアイドリングストップ ■ ■ ■ □ □ 

  （ガソリン・軽油） 24402.75L 急発進、急加速の撲滅 ■ ■ ■ □ □ 

  使用量の削減 ↓ 社用車に不必要なものは乗せない ■ ■ ■ □ □ 

    24158.72 タイヤの空気圧を適正に保つ ■ ■ ■ □ □ 

     経済速度で運転する ■ ■ ■ □ □ 

4 廃棄物排出量の削減 1％削減(→99%) 一般廃棄物の分別の継続 ■ ■ ■ □ □ 

  （事業系一般廃棄物 302 袋 私用ゴミの持ち帰り ■ ■ ■ □ □ 

  排出量） ↓ コピー用紙の使用量削減 ■ ■ ■ □ □ 

    300 袋             

5 
建設廃棄物 

リサイクルの推進  
現状把握 ■ ■ ■ □ □ 

6 水使用量の削減 1％削減(→99%) 節水表示 ■ ■ ■ □ □ 

    652ｍ３ 蛇口の閉め忘れ防止を徹底 ■ ■ ■ □ □ 

    ↓  
 

        

    645ｍ３  
 

        

7 省エネ住宅の 0 毎月集計し、担当部署から共有 ■ ■ ■ □ □ 

  建築棟数拡大 ↓ 
 

          

    6 
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７．環境経営計画、環境経営目標の実績、取組結果とその評価 

 

ＮＯ． 
推進項目 年度目標  結果確認 評価 

達成の要因 

/未達成の原因 

未達成場合の 

是正措置・予防処置 

1 二酸化炭素 1％削減(→99%)   

× 

11月と 1月のガソリンの

使用量が目標値よりも 

上回ってしまったことが 

原因。 

引き続きエコドライブ

(アイドリングストップ

等)の徹底。 

 
排出量の削減 83433.71kg-CO2   

 
  ↓   

 
  82599.37kg-CO2 87,475.91 

2 電気使用量の削減 1％削減(→99%)   

〇 

会議室の照明・暖房を 

会議時のみ使用の 

徹底により目標達成。 

 

 
  56966kWh 

 

 
  ↓ 

 

 
  56396kWh 54221.00 

3 自動車燃料 1％削減(→99%)   

× 

車使用者の増加、 

現場数増加に伴う 

移動距離の増加により 

未達成。 

引き続きエコドライブ

(アイドリングストップ

等)の徹底。 

今後、目標の変更も

検討する。 

 
（ガソリン・軽油） 24402.75L 

 

 
使用量の削減 ↓ 

 

 
  24158.72L 26469.77 

4 廃棄物排出量の 1％削減(→99%)   

〇 

分別の徹底により達成。  

 
削減 302 袋 

 

 
（事業系一般 ↓ 

 

 
廃棄物排出量） 300 袋 286 

5 建設廃棄物     

 

 再資源化率 95%以上

を維持する。 
 

リサイクルの推進   
 

 
  現状把握 96.1% 

 
    

 

6 水使用量の削減 1％削減(→99%)   

× 

現場棟数増加により 

目標未達となった。 

次年度からは事務所

と現場の使用量を分

けて集計。事務所の

使用量削減を目標に

設定しなおし、節水に

務める。 

    652m3 
 

    ↓ 
 

    645m3 796 

7 省エネ住宅の 0   

〇 

日々の営業努力により 

達成。 

 

  建築棟数拡大 ↓   

 
  6 6 

 

〇：目標達成、×：目標未達 
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8.次期の環境経営目標及び環境経営計画 

 

環境経営目標 

基準（実績） 次期目標 中期目標 

2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

(2021 年 4 月 

～2022 年 3

月） 

(2021 年 11 月 

～2022 年 3

月） 

(2022 年 11 月 

～2023 年 3 月） 

通年(2023 年 4 月 

～2024 年 3 月） 

通年(2023 年 4 月 

～2024 年 3 月） 

１．二酸化炭素排

出量の削減 

（排出量） (排出量)      

総量 総量 1％削減 1.5%削減 2%削減 

320846.76 83433.71 82,599.37 316,034.06 314,429.82 

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 

２、電力使用量の

削減 

    1%削減 1.5%削減 2%削減 

205866kWh 56966kWh 56396kWh 202778kWh 201749kWh 

３、自動車燃料(ガ

ソリン・軽油）使

用量の削減 

    1%削減 1.5%削減 2%削減 

96498.03L 24402.75 24,158.72L 95050.56L 94568.06L 

４．一般廃棄物削

減 

    1%改善 1.5%改善 2%削減 

1095 袋 302 袋 300 袋 1080 袋 1070 袋 

５．建設廃棄物リ

サイクルの推進 

    現状把握 2022 年度実績に基づい

て目標設定 

2022 年度実績に基づい

て目標設定       

６．水使用量の削

減 

（水使用量）   1%削減 1.5％削減 2%削減 

3050.00m3 652.00m3 645.480m3 3004.25m3 2989.00m3 

７．省エネ住宅の

建築棟数拡大 

(建築棟数)        

2 2 10 44 66 

次期の環境経営計画は運用期間の計画と同一とする。 

注： 

1) 購入電力の二酸化炭素排出係数 湘南電力：0.472、Looop：0.489、 

東京電力：0.443(R2年度実績 調整後排出係数) 

2) 二酸化炭素排出量は全発生源からの合計数値で目標・実績を比較します。 

ガソリンの排出量も含みます。 

3) 当社は化学物質を使用していないため、目標を策定しておりません。 
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９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、 

並びに違反、訴訟などの有無 

 

1.環境関連法規の遵守状況 

 

適用される主な環境関連法規等を以下に示します。 

 

法規・条例・規制 適用内容又は規制基準値 確認 確認日 

廃棄物処理法 

廃棄物収集運搬業者、処理業者との 

委託契約、保管 

〇 1 月 31 日 

マニュフェストの管理 〇 1 月 31 日 

建設リサイクル法 

特定建設資材リサイクル 〇 1 月 31 日 

対象建設工事の届け出 〇 1 月 31 日 

特定建設資材廃棄物の再資源化 〇 1 月 31 日 

フロン排出抑制法 第一種特定装置の点検、管理 〇 1 月 31 日 

 

環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

なお、関係当局より違反等の指摘は過去 3年間ありません。 
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10. 代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

 

1.環境経営方針の変更の必要性     あり ・ なし 

 

2. 環境経営目標及び環境経営計画の変更の必要性  あり ・ なし 

 

3. 実施体制の変更の必要性     あり ・ なし 

 

 

4.代表者による全体評価 

 

 

 

 

 

 

2023年 3月 2日 

専務取締役 COO 松嶋 和博 

建築棟数の増加などにより、一部未達成項目もみられたが、 

まずは現状を把握するという点でこれまで把握していなかった数値と 

向き合うことができた。 

 

次回以降はより省エネ活動の取り組みの成果がわかりやすい 

数値の計測方法への改善が必要。 

 


